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はじめに
「セレウコス朝史研究は「日陰者」だった」。Coşkun と McAuley による評価
は、プトレマイオス朝史研究とセレウコス朝史研究を比較した際の、後者の少






























れた“Seleucid Dissolution : The Sinking of the Anchor”と題されたシンポジウ
ムである。その成果は、同名の論集として刊行された（Erickson and Ramsey
2011）。
次に、Seleucid Study Group の活動が注目される。このグループの主催する
研究集会“Seleucid Study Day”は、2011年 8月からの 2年間で計 4回、開か
れた。その最大の成果が、第 4回シンポジウム後の論集、Seleukid Royal
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